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ニルファマリ県にあるフィラリア病院

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
と
さ
れ
て
い
た

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

が
、
日
本
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
直
前
に
発
生

し
、
そ
の
後
、
世
界
各
地

に
拡
が
り
を
み
せ
る
中

で
、
つ
い
に
、
5
月
8
日

に
、
成
田
空
港
に
到
着
し

た
航
空
機
の
乗
客
か
ら
最

初
の
感
染
確
認
者
が
発
見

さ
れ
、
5
月
16
日
に
は
、

渡
航
歴
の
な
い
神
戸
市
内

の
高
校
生
で
感
染
が
確
認

さ
れ
、
最
初
の
国
内
発
生

と
し
て
大
々
的
に
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
慌

し
い
国
内
外
の
動
き
は
、

み
な
さ
ん
も
御
存
知
の
と

お
り
で
す
が
、
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
何
か
特
別
な

対
策
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　
毎
年
、
秋
に
な
る
と
季

節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
対
策
が
国
か
ら
発
表

さ
れ
ま
す
が
、「
う
が
い
、

手
洗
い
、
人
込
み
を
避
け

る
」
に
、
最
近
で
は
「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
が
加
わ
り

ま
し
た
。「
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
は
、
数
年
前
に
海
外

で
「
レ
ス
ピ
ラ
ト
リ
ー
・

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
し
て
提

　
私
は
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
２
年
間
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
に
滞
在
し
、

フ
ィ
ラ
リ
ア
症
撲
滅
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
っ

た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

の
中
で
も
特
に
貧
困
層
が

多
い
、
北
西
部
に
あ
る
ニ

ル
フ
ァ
マ
リ
県
の
保
健
衛

生
事
務
所
に
籍
を
置
き
、

フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
伝
播
を

遮
断
す
る
た
め
の
駆
虫
薬

一
斉
投
与
の
支
援
や
患
者

に
病
気
や
治
療
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
教
え
、
病

状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
活
動
、
そ
し

て
、
そ
れ
ら
が
よ
り
効
果

的
に
展
開
さ
れ
る
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

　
あ
る
日
、
郡
病
院
に
向

か
う
途
中
、
バ
ス
停
に
置

か
れ
た
長
椅
子
に
腰
か

け
、
集
ま
っ
て
き
た
人
々

と
た
わ
い
も
な
い
会
話
に

興
じ
て
い
た
。
そ
の
時
、

一
人
の
初
老
の
男
性
が
私

の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来

て
、
物
乞
い
を
始
め
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
で
は

決
し
て
珍
し
く
な
い
光

景
。『
ど
の
よ
う
に
対
応

し
よ
う
か
』
な
ど
と
考
え

な
が
ら
彼
が
指
差
し
た
先

を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
彼

の
異
様
に
腫
れ
上
が
っ
た

足
が
あ
っ
た
。
フ
ィ
ラ
リ

ア
の
感
染
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
症
状
で
あ

る
。

　
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
は
、

フ
ィ
ラ
リ
ア
原
虫
が
人
間

の
リ
ン
パ
節
や
リ
ン
パ
管

に
棲
息
す
る
こ
と
で
起
こ

る
寄
生
虫
病
で
あ
り
、
蚊

の
媒
介
に
よ
っ
て
ヒ
ト
か

ら
ヒ
ト
へ
と
感
染
が
拡
大

し
て
い
く
伝
染
病
で
あ

る
。

　
フ
ィ
ラ
リ
ア
の
寄
生
に

よ
っ
て
リ
ン
パ
液
の
流
れ

が
阻
害
さ
れ
、
リ
ン
パ
浮

腫
の
症
状
が
現
れ
る
。
リ

ン
パ
液
の
滞
留
に
よ
っ

て
、
四
肢
や
陰
嚢
は
象

の
よ
う
に
腫
れ
上
が
り
、

皮
膚
が
硬
化
す
る
。

ま
た
免
疫
力
・
抵
抗
力

の
低
下
に
よ
っ
て
、
患

部
は
細
菌
や
カ
ビ
に
お

か
さ
れ
や
す
く
な
り
、

症
状
が
悪
化
し
て
奇
形

が
進
ん
で
い
く
。
炎
症
を

起
こ
し
て
、
突
発
的
な
発

熱
や
痛
み
を
伴
う
場
合
も

多
く
、
精
神
的
に
も
肉
体

的
に
も
苦
痛
を
伴
う
病
気

で
あ
る
。

　
バ
ス
停
で
出
会
っ
た
彼

は
、
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
に

よ
っ
て
醜
く
な
っ
た
自
分

の
足
を
見
せ
歩
き
、
人
々

か
ら
お
金
を
集
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
私
は
彼
に
自
分
で
で
き

る
理
学
療
法
の
説
明
や
病

院
の
紹
介
な
ど
、
ひ
と
通

り
の
話
を
し
た
。
彼
は
私

の
話
に
う
な
ず
き
、
去
っ

て
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
一
緒
に
話
し

を
聞
い
て
い
た
群
集
の
一

人
が
私
に

投
げ
か
け

た
言
葉

は
、
今
で

も
忘
れ
る

こ
と
が
で

き
な
い
。

　「
い

く

ら
言
っ
て
も
無
駄
だ
よ
。

あ
の
人
は
本
気
で
足
を
治

す
気
な
ん
て
な
い
ん
だ
か

ら
。」

　
確
か
に
今
の
彼
の
生
活

に
は
、
物
乞
い
で
得
た
お

金
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
膨

ら
ん
だ
足
が
物
乞
い
に
よ

る
収
入
の
額
を
ど
れ
だ
け

吊
り
上
げ
て
い
る
の
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
治
れ
ば

物
乞
い
の
収
入
に
少
な
か

ら
ず
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う

し
、
治
療
も
全
く
の
タ
ダ

で
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
か
ら
、
支
出
も
増
え

て
し
ま
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
彼
よ
り
も

病
状
が
重
い
に
も
拘
ら

ず
、
農
作
業
等
の
労
働
を

行
っ
て
い
る
患
者
も
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
物
乞

い
だ
け
が
生
活
の
道
で
は

な
い
。
し
か
し
、
彼
が
今

現
在
、
物
乞
い
を
す
る
以

外
に
生
き
て
い
く
術
を
見

出
せ
な
い
こ
と
、
そ
し
て

周
囲
も
見
出
す
手
助
け
が

で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

　
と
り
あ
え
ず
明
日
の
ご

飯
を
食
べ
る
こ
と
が
彼
に

と
っ
て
重
要
な
の
で
あ

り
、
足
を
治
す
こ
と
な
ど

二
の
次
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
そ
れ
で
も
彼
は
私
の
拙

い
ベ
ン
ガ
ル
語
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
一
生
懸
命
聞
い

て
く
れ
た
し
、
足
が
痛
む

と
辛
そ
う
に
私
に
訴
え
、

病
院
で
医
者
に
相
談
し
て

み
る
と
言
っ
た
。
当
然
、

彼
の
中
に
足
を
治
し
た
い

気
持
ち
は
あ
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
の
人
々
に
と
っ

て
重
要
な
の
は
、
今
、
目

の
前
に
あ
る
課
題
は
、
生

き
る
た
め
に
食
べ
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
お
金
を

得
る
こ
と
。
お
金
を
得
る

唱
さ
れ
た
も
の
で
、
保
健

所
長
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
頃
に
、
地
域
の
新
聞
に

連
載
し
て
い
た
コ
ラ
ム
欄

で
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
我
が
国
で

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
訳

さ
れ
て
い
る
「
レ
ス
ピ
ラ

ト
リ
ー
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

は
、
何
か
特
別
な
こ
と
の

よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す

が
、
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出

る
人
は
マ
ス
ク
を
す
る
、

鼻
汁
や
痰
を
拭
き
取
っ
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ゴ

ミ
箱
に
捨
て
る
、
咳
を
す

る
時
に
は
顔
を
横
に
向
け

た
り
腕
な
ど
で
口
を
覆
う

（
手
で
覆
う
と
、「
し
ぶ
き

（
飛
沫
）」
が
着
い
た
手
で

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を
触
る
こ

と
に
な
る
の
で
好
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。）
な
ど
、

社
会
生
活
に
お
け
る
マ

ナ
ー
と
し
て
も
、
ご
く
当

た
り
前
の
行
為
ば
か
り
で

す
。

こ
れ
ら
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
に
限
ら
ず
、
感

染
症
予
防
対
策
、
あ
る
い

は
食
中
毒
予
防
対
策
と
し

て
、
関
係
者
か
ら
県
民
の

皆
さ
ん
へ
繰
り
返
し
呼
び

掛
け
ら
れ
て
き
た
標
語
で

あ
り
、
今
回
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
に
よ

る
個
人
の
衛
生
意
識
の
向

上
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
感
染
症
な
ど
、
食
中
毒

の
発
生
防
止
に
も
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
保

健
で
は
、「
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
」
を
合
言
葉
に

し
て
、
生
活
習
慣
を
朝
型

に
変
え
る
取
組
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
早
寝
・
早
起

き
で
体
調
を
整
え
、
朝
食

を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と

で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を

摂
取
す
る
こ
と
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
お
け

る
「
十
分
な
栄
養
と
休
養
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な

「
健
康
の
た
め
の
自
己
管

理
」
と
は
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
の
で
は
な

く
、
何
気
な
い
毎
日
の
生

活
習
慣
か
ら
始
ま
る
こ
と

な
の
で
す
。
そ
こ
を
疎
か

に
し
て
、
抗
生
物
質
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
に
頼
り
過
ぎ

る
と
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

が
「
耐
性
化
」
し
て
治
療

の
手
立
て
を
失
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
流

水
（
水
道
水
）
で
十
分
に

汚
れ
を
洗
い
流
さ
ず
に
洗

剤
や
消
毒
薬
を
使
っ
て

も
、
十
分
な
効
果
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ク
チ
ン

や
抗
生
物
質
、
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
な
ど
が
な
け
れ
ば
、

感
染
症
に
十
分
立
ち
向
か

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の
効
果
を
十
分
に
活
か

す
た
め
に
も
、
ま
ず
は
、

一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
毎
日
の
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」
は

　
　
何
気
な
い
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」
は

　
　
何
気
な
い
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

疾
病
対
策
室
長
　
竹
内
浩
視

静
岡
県
厚
生
部
医
療
健
康
局

年一回は健康チェックを！
健康はあなたの財産です
　すこやかな明日のために

総合健診センター

〒426－8638　藤枝市善左衛門2－11－5
T E L
F A X

054－636－6460
054－636－6465
0120－39－6460

ヘ ル ス ポ ー ト

　予防医学事業推進全国大会（主催 : 財団法人予防医学事業中央会、財団法人日本寄生虫
予防会、財団法人静岡県予防医学協会）が『幸せな人生を目指して』をテーマに平成２１
年１０月１日（木）グランシップ中ホール「大地」において開催されます。この大会は予
防医学事業の普及啓発を行うことを目的に、財団法人予防医学事業中央会の全国支部並び
に県内市町、学校、職域などの健康教育・健康管理担当者などが参加して行われます。
　なお当日は、静岡県立がんセンター総長の山口建先生、法相宗大本山薬師寺執事の大
谷徹奘先生そして日本水泳連盟名誉会長の古橋廣之進先生の講演が行われます。講演の
内容は医療そして人間関係やスポーツにおける心のあり方などに及び、誰もが求めてや
まない幸せな人生を目指すうえで、何らかのヒントになるのではないでしょうか。
　会場への入場は無料で、どなたでも入場できますので、保健業務に携
わる方、教育関係の方はもとより、一般の方々のご参加をお待ちしてお
ります。

『幸せな人生を目指して』をテーマに
10月 1日（木）グランシップ中ホール「大地」で開催

第５４回　平成21年度　予防医学事業推進全国大会
9：30
10：00

10：20
10：40

11：15

12：15
13：15

14：15

15：15

開場・受付
開会
大会会長あいさつ
大会式辞
歓迎のことば
感謝状贈呈・表彰式
来賓祝辞

次期開催支部あいさつ
学術講演

昼食・休憩
講話

文化講演

閉会

財団法人静岡県予防医学協会  会　長　名波　登雄
財団法人予防医学事業中央会  理事長　大谷　藤郎
静岡県知事・静岡市長

厚生労働大臣
文部科学大臣
日本医師会長

演題　一人ひとりのがん対策
講師　静岡県立がんセンター総長  山口　建 先生

演題　幸せの条件 ～より良い人間関係のために～
講師　法相宗大本山　薬師寺執事  大谷　徹奘 先生

演題　「集中」して未来へ！ ～私の歩いた道～
講師　日本水泳連盟名誉会長  古橋　廣之進 先生

人間ドック
脳 ド ッ ク

ヘルスポートだよりヘルスポートだよりヘルスポートだより
～メタボリック・シンドローム検診の腹部CTによる

　　　　　　　　　　　　　　　　内臓脂肪面積測定の勧め～　　

《メタボリック・シンドロームとは》
　メタボリックは「代謝」、シンドロームは「症候群」という意味です。これは身体の代謝が何
らかの原因でうまくいかず、そのためいろいろな病気になってしまう可能性があることを示して
います。メタボリック・シンドロームは、内臓脂肪症候群または、内臓脂肪型肥満とも呼ばれて
います。
《メタボリック・シンドロームに着目する意義》　
メタボリック・シンドロームは内臓脂肪型肥満を共通要因として、高血糖、脂質異常、高血圧等
の病態があり、これらが重複した場合に、心筋梗塞等の虚血性心疾患、脳梗塞等の脳血管疾患等
の疾患を発症するリスクが高くなります。しかし内臓脂肪を減少させることで、これらの疾患が
発症するリスクの低減が図れるという考え方を基本としています。つまり、内臓脂肪型肥満を起
因とする糖尿病、高脂血症、高血圧は予防可能であり、また発症しても、心筋梗塞等の虚血性心疾患、
脳梗塞等の脳血管疾患等への進行や重症化を予防することは可能であるという考え方です。
《日本におけるメタボリック・シンドロームの診断基準》
内科学会を中心とした８学会によるメタボリック・シンドローム診断基準検討委員会により
2005 年４月に発表された診断基準は以下のとおりです。
　臍の位置での内臓脂肪面積が男女ともに 100㎠以上。それに対応する臍の位置の腹囲径が、男
性 85cm以上、女性 90cm以上。
　上記に加えて以下のうち２項目以上の異常があった場合に、メタボリック・シンドロームと診
断されます。
 1 ：血中脂質（脂質代謝異常）
　・トリグリセリド（中性脂肪）の値は 150mg/dL 以上で高トリグリセリド血症。
　・HDL コレステロール（善玉コレステロール）の値は 40mg/dL 未満で低 HDL コレステロー
ル血症。
　　以上のどちらか一方で 1つと数えます。また、両方でも 1つと数えます。
 2 ：血圧の異常（高血圧）
　・最高血圧（収縮期血圧）が 130mmHg 以上。
　・最低血圧（拡張期血圧）が 85 mmHg 以上。
　　以上のどちらか一方で 1つと数えます。また、両方でも 1つと数えます。
 3 ：血糖（糖代謝異常）
　・空腹時血糖が 110mg/dL 以上。
《腹囲測定だけでは駄目なのか》　
　メタボリック・シンドローム診断基準検討委員会の日本内科学会の日本内科学会雑誌（第 94
巻 第 4 号別刷）には次の様な記述があります｡
　｢本委員会ではメタボリック・シンドーロームの診断基準を一般臨床や健康診断の場で用いる
ことが可能なように、現時点では内臓脂肪蓄積の指標として、ウエスト周囲径を基準として用い
ることとしたが、メタボリック・シンドロームを診断する過程では可能な限り CT スキャンなど
による腹腔内脂肪量測定を行うことが望ましいと思われる｡｣
　なぜこの様な「CT スキャンなどによる腹腔内脂肪量測定を行うことが望ましい」との記述が
あるのでしょうか。腹囲測定だけでは駄目なのでしょうか？
それはメタボリック・シンドロームの診断に、臍の位置での内臓脂肪面積が男女ともに 100㎠以上。
それに対応する臍の位置の腹囲径が、男性 85cm 以上、女性 90cm 以上とあるのですが、これは
内臓脂肪面積が 100㎠以上であれば、男性の腹囲は 85cm 以上あり、女性の腹囲は 90cm 以上あ
るということを意味しています。しかし、実際には内臓脂肪面積測定結果と腹囲測定結果が一致
せず、相異が生じることがあるからです。
　内臓脂肪面積が 100㎠以上であれば、腹囲は男性 85cm 以上、女性 90cm 以上であるはずが、
腹囲測定では男性85cm未満、女性90cm未満であったり、また内臓脂肪面積が100㎠未満であれば、
腹囲は男性 85cm 未満、女性 90cm 未満であるはずが、腹囲測定では男性 85cm 以上、女性
90cm以上であったりする場合があるのです。
《「内蔵脂肪型肥満」と「皮下脂肪型肥満」》
　この様な相異が生じる要因は、腹部に脂肪が蓄積する位置の違いによるものです。脂肪が蓄積
する位置の違いにより 2 つのタイプに分けられます。腹腔内の内臓の周りに脂肪が蓄積する「内
蔵脂肪型肥満」と皮下に脂肪が蓄積する「皮下脂肪型肥満」です。体形から内蔵脂肪型は「洋ナ
シ型肥満」、皮下脂肪型は「りんご型肥満」とも呼ばれています。
　つまり、内臓脂肪面積測定結果と腹囲測定結果に相異が生じる主な要因は「内臓脂肪型肥満」
と「皮下脂肪型肥満」の違いによるものです。
　　　　　　
　　こちらに、腹囲測定は同じ数値ですが、内臓脂肪面積が異なる内蔵脂肪型肥満と
皮下脂肪型肥満を示します。
　図 A、図 B 共に男性で、腹囲測定は 94.5 cm と同じ数値ですが、内臓脂肪面積が異なります。
図Aは内臓脂肪型肥満。図Bは皮下脂肪型肥満になります。

　この「内臓脂肪型肥満」と「皮下脂肪型肥満」の違いのため、もしメタボリック･シンドロー
ムの検診に内臓脂肪面積測定を受けず、腹囲測定のみを受けた場合は、リスクが生じることにな
ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤原光博）

腹囲測定は同じ94.0 cmの男性
図A：内臓脂肪面積　　162.3 c㎡ 図 B：内臓脂肪面積　　  47.4  c㎡

内臓脂肪型肥満 皮下脂肪型肥満
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